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報道関係者各位
日本の高校生監督の映画がニューヨークの映画祭で上映決定！

全米最大の高校生映画祭ＡＡＨＳＦＦで「高校生のためのエイガワールドカップ」最優秀作品が招待上映
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ＮＰＯ法人映画甲子園主催の「高校生のためのエイガワールドカップ」は、映画制作を行っている全国の高校生がトップを目指して作品を出品する日本最大規模の高校生の映画コンクールで、毎年グランプリ作品が一般劇場公開されたり、さまざまな映画祭での招待上映を受けています。

　海外での招待上映も昨年のパリ・ポンピドーセンターでの上映に続き、今年は全米高校生映画祭ＡＡＨＳＦＦ（All American High School Film Festival https://www.hsfilmfest.com/　2017年10月6日～10月8日開催）での招待上映が決定しました。2015年度のグランプリ受賞作品「君が笑ってくれるなら」（埼玉県芸術総合高校 映像芸術科 監督：神山大世）がニューヨーク・タイムズスクエアのAMC25エンパイアシアターにて上映されます。尚、この作品は招待上映のみならず、審査対象作品としても選ばれ、最優秀賞をはじめとする各賞受賞のチャンスも与えられることになりました。受賞者にはスカラシップやハリウッドからのアプローチの可能性もあるとのことで、その結果が大いに楽しみです。
全米高校映画祭（All American High School Film Festival）について
　全米高校映画祭（All American High School Film Festival）は、2013年に始まった全米のみならず世界最大規模の高校生映画祭で、全米48州、世界31か国から、1400作品もの作品が応募（2015年実績）され、”映画大国”アメリカ・ハリウッドを目指す若者達の登竜門となっています。

　大会はＡＴ＆ＴやＩＭＡＸをはじめとする大手企業がサポートし、受賞者への賞金総額はスカラシップも合わせると40万ドル以上です。

　今年は、10月7日と8日の2日間にニューヨーク・タイムズスクエアにあるＡＭＣエンパイアシアターにて約800もの自主映画作品が上映されるとともに、10月6日からは、パーティ、セミナー、トークショー、テクノロジー展覧会等も開催され、約5000人もの学生が招待参加する予定です。

　尚、最終審査結果発表及び受賞式は、10月8日18:00から、ニューヨーク・ブルックリンのキングスシアターにて行われます。

　メディアも大いに注目していてＣＮＮ、Ｖａｒｉｅｔｙ、ＭＴＶニュース、ＭＥＴＲＯなど有力なニュースメディアやテレビなどで全米に放送、配信されます。
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「高校生のためのeiga worldcup2017」について
NPO法人映画甲子園は、毎年、高校生の自主制作映画の全国コンクールを開催しています。「高校生のためのeiga worldcup 」（エイガワールドカップ）という大会名に変えてからは４年目になります。

今年は、８月１日から公募を開始し１０月１０日に締め切り、集まってきた応募作品を映画、放送、舞台などで活躍する制作者たちが審査し１２月１０日に東京大学福武ホールにて結果発表及び表彰式とティーチイン、懇親会。17日には優秀作品の上映会を行う予定です。また１２月９日には、ＷＨＦＳ「ワールドハイスクールフィルムサミット」と題して、世界の高校生が制作した優秀映画作品の連続上映会を行います。

この大会を終えたあと、全国のケーブルテレビ局での優秀作品の放送だけでなく各地での上映会や映画制作のセミナー、シンポジウムなどを行っていく予定です。（http://www.eigakoushien.com/）
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【 特定非営利活動法人映画甲子園　概要 】
特定非営利活動法人映画甲子園

理事長：白川洋次郎

設立年月日: ２０１２年８月９日
主たる事務所: 埼玉県所沢市山口137番39号 春野台コーポ102号
HP: http://www.eigakoushien.com/
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【本件に関するお問い合わせ先】
事務局:　　ＮＰＯ法人映画甲子園
担当者:　　西村（にしむら）理事
Email:　　 nishimura@eigakoushien.com
TEL:　　　 090-2454-4620
大会内容につて
作品審査について

応募は、自由部門（映画作品）１作、規定部門１作の２作品をセットで提出する必要があります。

自由部門は４５分以内の映画作品とそのシナリオ提出が義務付けられています。規定部門は、地域部門（自分の地域に関する映画作品）１０分程度と、今年からダンス・ミュージック部門（課題曲として提供されているダンスミュージックを使った音楽映画作品）５分程度のどちらかの分野を選択して提出ということになっています。（ダンス・ミュージック部門の審査員は、世界で活躍しているＤＪアミガさんです。Club文化を健全に日本に根付かせる活動の中心人物です。）

審査方法：

審査員は各分野のトップクリエイター、アーチストにお願いしています。

毎年１００作品以上が応募されてきますので、１次審査、２次審査を行っています。

２次審査では、演出、脚本、編集、美術、音楽、演技、総合の各分野で優秀賞、最優秀賞を審査します。

●１次審査員

　篠本賢一　（演出家・俳優）

　高杉麻子　（映像作家）

　森岡道夫　（映画プロデューサー）

　事務局

●２次審査員

　佐藤佐吉　（脚本家）

　稲垣尚夫　（美術監督／日本映画大学講師）

　掛須秀一　（編集・ポストプロデューサー）

　桑原まこ　（作曲家、ピアニスト）

　古厩智之　（映画監督）

　菱川勢一　（映像作家／写真家／武蔵野美術大学教授）

　事務局

地域部門審査員

　会田和子　（認定特定非営利活動法人地域産業おこしの会・理事長）

　谷原加奈　（株式会社いわきテレワークセンター・事業企画エキスパート）

　三浦拓馬　（認定特定非営利活動法人地域産業おこしの会・事務局長代行）

　各地ケーブルテレビ局ディレクター、プロデューサー

ダンスミュージック部門審査員

　ＤＪ ＡＭＩＧＡ　
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AAHSFF　ロゴ

2017年8月吉日


特定非営利活動法人映画甲子園





2016年度大会の受賞後の記念撮影風景





上映会場となるニューヨーク・タイムズスクエアのAMC25シアター





上映作品「君が笑ってくれるなら」


（埼玉芸術総合高校　神山大世）





2016年度大会の最終審査会場風景





2017年度大会で最終審査会場となる東大福武ホール





2014年度大会最優秀作品賞を受賞した松本花奈さんと自由部門第二次審査員の古厩智之監督





2016年度大会パネルディスカッション風景





2016年度大会懇親会で学生と話をする掛須修一審査員





2016年度大会自由部門受賞者と審査員による記念撮影（会場は青山学院講堂）





2016年度大会パ稲垣久雄美術監督から優秀美術層の表彰状を授与される羽黒学園高校





eiga worlcup2016 入選作品例





「Artifact（fever）」


りら創造芸術高等学校





「アドレッセンス」


国府台女子学院





「妄想したってイイじゃない！」


米子工業高等専門学校





AAHSFF2016 最終結果発表会場内風景（キングスシアター）





AAHSFF2016 最終結果発表受賞記念撮影風景





AAHSFF2017 上映会場 - AMC Empire 25（AMC25エンパイアシアター）








AAHSFF2016 受賞者全員による記念撮影








AAHSFF2016 最終審査結果発表会場内風景（ニューヨーク・ブルックリンのキングスシアター）








AAHSFF2016 最終審査結果発表会場となるニューヨーク・ブルックリンのキングスシアター








上映作品　「君が笑ってくれるなら」（埼玉県立芸術総合高校　映像芸術科　監督：神山大世）
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